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　最近、細径カテーテルや特殊コーティングされたがイト
“ワイヤーの開発により、腹部血管造影においても
より細い血管の造影が可能となった。そこで
今回我々は、各種胆嚢疾患の鑑別診断を目的
として、カテーテルを直接胆嚢動脈に挿入して造影
する超選択的胆嚢動脈造影（以下本法）を試み
たので報告する。
　（対象および方法）対象は過去1年間に本法を
試みた胆嚢疾患22症例で、内訳は慢性胆嚢炎
10例、胆嚢adenomyomatosis6例、胆嚢choles
terol　polyp3例、胆嚢癌3例であり、いずれも
胆嚢癌との鑑別を必要とした症例である。方
法は通常のセルジンが一法にて腹腔動脈造影、右
肝動脈造影を施行し、胆嚢動脈の分岐部を同
定後、カテーテルを選択的に胆嚢動脈に挿入し、造
影を試みた。また本法の有用性については右
肝動脈造影と比較して検討した。
　（結果）選択的な胆嚢動脈への挿入は本法を
試みた22例中14例に成功し成功率は62。6％で
あった。選択的な胆嚢動脈への挿入の可否は、
主に胆嚢動脈分岐部の形態に左右されており、
胆嚢動脈が肝動脈よりゆるやかに分岐してい
るものでは挿入率は高かった。本法と肝動脈
造影を、胆嚢動脈分枝描出能と肝動脈枝との
の重なりについて比較検討したところ、肝動
脈造影に対する優位性は前者では50％、後者
では87．7％であった。また成功例での正高率
は92．　5％であった。
　（考察）胆嚢疾患の鑑別診断は主に超音波内
視鏡や直接胆嚢造影にて行われることが多く、
血管造影は主に悪性疾患の進展度診断に用い
ちれることが多い。今回我々が試みた本法は、
従来の血管造影に比べてより詳細な所見が得
られるため、胆嚢疾患の鑑別診断にも有用で
あると思われた。
　今日の周産期管理では，胎児を1人の患者とし
て捕え，その個別機能評価より，胎児がwell
beingであるか否か（健全な状態にあるかどうか）
を判定し，種々の異常に対する母体管理方針や，
胎内治療の可能性を決定することが必要になって
きている。そこで今回，新たな胎児診断法である
胎児音響刺激試験（FAS　test）と超音波Dopp－
　Ier血流診断に関し，当教室での使用経験から，
両診断法の有用性を症例を交え報告した。従来の
胎児心拍モニタリング（CTG）に際し，母体腹壁
より胎児に音響刺激を加え，その後の心拍反応パ
ターンから胎児の状態を評価するFRS　testは，
今回80症例の検討結果からみると，主として胎児
のもつ予備能を反映するものと考えられた。妊娠
中のFAS　testで何らかのストレスの存在を示唆
するtype皿反応を示した症例の多くが，分娩時の
チェックでも同様の反応を示し，これらの症例の
多くには羊水過少や縢帯巻絡が存在し，またCTG
上胎児仮死へ移行する症例も認められた。これを
分娩時にのみFAS　testを行った44症例でみると，
騰帯巻絡例の87％，前期破水例の64％，胎児仮死発生
例の63％で同様の反応を示しており，特に胎児仮死発
生に関しては，さらに不良な反応を意味するtype】V・
V反応を含めると，88％の症例で，仮死発生前にFAS
反応異常を認め，本検査法の有用性が示唆される結果
であった。胎児超音波血流診断については，まだ症例
の集積中であり，詳細については検討中であるが，胎
児心奇形，不整脈の診断はもとより，胎児発育障害や
胎児仮死等，児の予後を左右する重要因子に関する評
価法として，従来の他の諸検査法より優れた診断法と
なる可能性が強く示唆され，現在日常周産期管理
の中で検討を加えている。
　両診断法は，刻々と変化・発育する胎児の個別機能
評価法として，今後益々その重要性が増すものと考え
られ，各々の特性を考慮した新たな診断基準を作るべ
く，さらに詳細な検討を続けたいと考えている。
（30）
